
平成23年度

三重県臨床検査精度管理調査報告
凝固検査

ＪＡ三重厚生連

鈴鹿中央総合病院 検査

平野 均

試料②（正常域）：凍結乾燥品 コントロール
試料③（異常域）：凍結乾燥品 コントロール

�プロトロンビン時間（PT)
�活性化部分トロンボプラスチン時間（APTT）
�フィブリノーゲン（Fib)
�トロンボテスト（TT）
�ヘパプラスチン（HPT）

配布試料

実施項目

参加施設数

ＰＴＰＴ 5555施設施設 （（±±00））
ＡＰＴＴＡＰＴＴ 5252施設施設 （＋（＋11））
ＦｉｂＦｉｂ 4848施設施設 （＋（＋11））
ＴＴＴＴ 3030施設施設 （（－－－－－－－－33））
ＨＰＴＨＰＴ 4141施設施設 （＋（＋11））

最近6年間で
14施設減少

評価方法法

全体の集計をもとに平均値・ＳＤ・ＣＶを算出
し、ＳＤＩから以下のように4段階に分け評価

しました。
◎ ±1ＳＤ以内

○ ±2ＳＤ以内

△ ±3ＳＤ以内

▲ ±3ＳＤ以上

今年度 3ＳＤ以上の施設はありませんでした

使用機器の状況

機種別 メーカー別

ＰＴの試薬状況



ＰＴ（ツインプロット）
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1.661.661.661.66 11.211.211.211.2 5.105.105.105.10 97.697.697.697.6 5.425.425.425.42 1.011.011.011.01 5.715.715.715.71 23.323.323.323.3 2.712.712.712.71 23.223.223.223.2 7.197.197.197.19 3.443.443.443.44 7.587.587.587.58
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1.661.661.661.66 11.311.311.311.3 3.923.923.923.92 93.693.693.693.6 7.807.807.807.80 1.061.061.061.06 4.424.424.424.42 22.822.822.822.8 4.084.084.084.08 22.422.422.422.4 7.377.377.377.37 3.413.413.413.41 2.282.282.282.28
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1.001.001.001.00 11.211.211.211.2 4.414.414.414.41 100.6100.6100.6100.6 6.946.946.946.94 1.001.001.001.00 5.035.035.035.03 39.239.239.239.2 10.4010.4010.4010.40 17.317.317.317.3 16.2016.2016.2016.20 3.573.573.573.57 10.1010.1010.1010.10

5555
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1.031.031.031.03 11.311.311.311.3 3.103.103.103.10 103.2103.2103.2103.2 6.416.416.416.41 0.990.990.990.99 3.113.113.113.11 39.039.039.039.0 7.827.827.827.82 19.019.019.019.0 7.927.927.927.92 3.543.543.543.54 6.346.346.346.34

ローカルとメーカーＩＳＩの比較表

メーカーＩＳＩとローカルＩＳＩの比較

試料2 試料2試料3 試料3

トロンボレルＳトロンボチェック
ＰＴ

分類 一般名 商品名 形状 作用機序 投与経路 周術期対応

ヘパリン  ヘパリン  ヘパリン AtⅢ作用増強 注射 硫酸プロタミンによる拮抗

経口抗凝固薬  ワルファリンカリウム  ワーファリン
肝臓でビタミンK依存性因子（第Ⅱ・Ⅶ・Ⅸ・Ⅹ因子）の合
成阻害

経口
ヘパリンの持続点滴に変更
緊急時ビタミンKで拮抗

 塩酸チクロピジン  パナルジン
ADP受容体に拮抗することでアデニル酸シクラーゼを活
性化させcAMP増加   Glycoprotein Ⅱb/Ⅲa阻害

経口 ７～１０日前

 シロスタゾール  プレタール PDEⅢ活性を選択的の阻害しcAMPが増加 経口 ２～３日前

 クロピドグレル  プラビックス ADP受容体に拮抗しcAMP増加 経口 １４日以上

 アスピリン  バイアスピリン シクロオキシゲナーゼ阻害によりTXA2合成を阻害 経口 ７～１０日前

抗トロンビン薬  ダビガトラン  プラザキサ トロンビンを阻害 経口 ２～３日前

抗Ⅹa薬  エドキサバン  リクシアナ Ⅹa阻害 経口
術後１２時間以上経過して

止血確認後使用

抗血小板薬

主な抗血栓薬一覧

ＡＰＴＴの試薬状況 ＡＰＴＴツインプロット



ＦＩＢの試薬状況 ＦＩＢ（ツインプロット）

トロンボチェックＦＩＢ－Ｌ

ＴＴの試薬

ＨＰＴの試薬

ＴＴ（ツインプロット）

ＨＰＴ（ツインプロット） まとめ（1）

ＰＴ
●ＩＳＩ値が1.00に近い試薬の増加が今年も見られ5割を超えた

●試料③のＩＮＲのＣＶが10％以上となったが､同一試薬間では

１０％以下であった

●シスメックス使用施設が多いため少数派メーカーの中には

中央値から外れた

●ローカルＩＳＩを使った方がバラツキが小さく収束した

APTT

●活性化剤やリン脂質の種類が多種にわたっているため試料

試料③は全体CVが14％と昨年同様10％を超えた

●同一試薬間ではほぼ10％以下で収束しているが、中に14％

の試薬もあるため機器、試薬の点検を実施してください



まとめ（2）

ＦＩＢ

●CVが昨年より1～2％高くなっています。同一試薬間でもCV

の高い試薬が見られた

ＴＴ

●3SDを外れた施設はないもののCVは試料② 試料③とも

10％以上になり昨年よりバラツキが見られた

ＨＰＴ

●試料③は同一試薬間では8％以下に収まっているが全体で

は10％を超えた、ＴＴ同様昨年よりバラツキが大きくなった

特に自施設の測定値が同一試薬集計より外れた項目に関して

は検量線や試薬溶解方法を確認してください。


